





























































































































































































































































































































府（ＵＳＣＡＲ＝ United States of Civil
Administration of the Ryukyu Islands）」のいわ
ば「恥部」としてさらけ出されるのを畏れ，直
接的･間接的に圧力をかけていたこともその一
因として考える事もできる。
このような状況が，ようやく1972年の沖縄の
「施政権」返還という状況を迎えて消滅し，本
格的な沖縄占領史研究，及び労働史研究「解禁」
の条件が生み出されたことは評者にとっても喜
ばしいことである。また大田昌秀前沖縄県知事
の尽力などで，沖縄県公文書館のような資料館
が整備されたことも，研究者には有利な条件を
もたらしている。
しかしその一方で，残念ながら当時の研究者，
そして労働運動･労働政策の第一線にいた関係
者にはすでに故人となられた方も少なくない。
さらに現役で活躍中の方の中には，いまだにこ
れらの活動や反戦･反基地運動に携わっている
方々も多く，評者もヒアリングの時間を確保す
るのに一苦労することがしばしばである（実際，
インタビューその他で当事者の職場・事務所な
どに聞き取り等に伺っても，本業以外に様々な
仕事を兼ねている立場からか，会話の途中で相
手が「悪いけど，また今度ね」と中座するとい
う笑えないケースは珍しくない）。
こうした最中，占領下の沖縄における労働運
動を実際に担ってきた人物によって，ようやく
沖縄の労働運動史の概略について若い活動家を
意識した著作が執筆された。もちろん内容的に
は，入門書という性格から来る弱点や課題が残
されていることは言うまでもない。しかし，そ
うした点を差し引いても，本書には学ぶべき点
や，また未だに解決されない沖縄の米軍基地問
題から派生する経済的･社会的問題を考察する
上でのヒントを与えるものがある，といっても
過言ではない。本稿はこれらの内容について論
じると共に，未だに学問的には未解明な占領下
の沖縄の労働史について残された課題を提示し
ようと思う。
２．本書の内容と沖縄労働運動史
本書の構成は以下の通りである。
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